
（単位：千円）

科          目 当年度 前年度 増  減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　①基本財産運用益 2,590 4,185 △ 1,595

　　　　　　基本財産利息収入 2,590 4,185 △ 1,595

　　　　②特定資産運用収入 274 516 △ 242

　　　　　　上下流交流事業費積立資産利息収入 274 516 △ 242

　　　　③雑収益 0 0 0

　　　　　　受取利息 0 0 0

　　　　　　雑収益

　　　　経常収益計 2,864 4,701 △ 1,837

　　（２）経常費用

　　　　①事業費 7,454 8,258 △ 804

　          上下流交流事業費支出 7,279 8,072 △ 793

　　　　　　旅費交通費 20 20 0

　　　　　　通信運搬費 90 101 △ 11

　　　　　　消耗品費 40 40 0

　　　　　　賃借料 15 15 0

　　　　　　雑費 10 10 0

　　　　②管理費 665 674 △ 9

　　　　　　会議費 200 200 0

　　　　　　旅費交通費 130 130 0

　　　　　　通信運搬費 70 79 △ 9

　　　　　　備品費 0 0 0

　　　　　　消耗品費 30 30 0

　　　　　　修繕費 50 50 0

　　　　　　印刷製本費 50 50 0

　　　　　　賃借料 10 10 0

　　　　　　支払負担金 60 60 0

　　　　　　雑費 65 65 0

　　　　経常費用計 8,119 8,932 △ 813

　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 5,255 △ 4,231 △ 1,024

　　　　　基本財産評価損益等

　　　　　特定資産評価損益等

　　　　　投資有価証券評価損益等

　　　　　評価損益等計 0

　　　　　当期経常増減額 △ 5,255 △ 4,231 △ 1,024

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　　固定資産売却益 0

　　　　経常外収益計 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　　固定資産売却損

　　　　経常外費用計

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

平成３０年度 収支予算書
(平成30年4月1日から平成31年3月31日まで)

備　    考



科          目 当年度 前年度 増  減

　３．予備費 0

　　　　当期一般正味財産増減額 △ 5,255 △ 4,231 △ 1,024

　　　　一般正味財産期首残高 3,318 4,177 △ 859

　　　　一般正味財産期末残高 △ 1,937 △ 54 △ 1,883

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　基本財産受取利息

　　　　一般正味財産への振替額 4,000 4,000 0

　　当期指定正味財産増減額

　　指定正味財産期首残高 358,650 361,150 △ 2,500

　　指定正味財産期末残高 354,650 357,150 △ 2,500

Ⅲ　正味財産期末残高 356,713 361,096 △ 4,383

上下流交流事業基金取崩(4,000千円）

備　    考


